
第３回国分寺市環境基本計画 市民ワークショップ

背景画像：Google Earth

令和５年11月25日
国分寺市まちづくり部まちづくり計画課
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環境基本計画とは・・・

国分寺市環境基本計画は， 「自然環境」「地球環境」
「都市環境」「生活環境」「環境教育・環境学習」など，
様々な環境の分野に関する市の環境施策を総合的かつ計画
的に進めるための計画です。

現行の計画が令和７年３月で終了することから，これまで
の計画期間における社会情勢の変化や課題を踏まえ，市民
の皆さんと一緒に新たな計画づくりを進めています。
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ワークショップの進め方

全５回のワークショップ
の結果を踏まえて計画を
検討します。

第１回，第２回ワークショップは「現状の課題
整理・アイデア出し」について議論してきまし
た。本日の第３回は「課題の整理・未来の国分
寺の環境の姿」について議論します。第４回は
「具体的取組」，第５回は「具体的取組・目標
設定」について，意見交換する予定です。開催
日時は改めてお知らせします。
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過去のワークショップの様子



本日のワークショップ開催の目的
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現状の課題整理

改善のためのアイデア

2050年のありたい未来の姿

2030年のあるべき未来の姿

自然環境

循環型社会

生活環境

環境教育 ・環境学習

【現状】 水や緑，農地等
【課題】 みどり率の改善，野川の整備等

【現状】 ３R，分別等

【課題】 分別方法の改善，情報提供の充
実等

【現状】 住環境，交通環境，化学物質等

【課題】 ゆとりを持った宅地開発，情報提
供の改善等

【現状】 情報発信の状況，食育等

【課題】 わかりやすい情報発信，体験型学習
の充実等

第２回WS
の結果

第１回WS
の結果

現状と課題及びアイデア 未来の国分寺の環境の姿

第３回WS

キーワードの抽出 本日のワークショップ

ふりかえり



今日のプログラム（検討テーマ「課題の整理・未来の国分寺の環境の姿」）
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10：00

11：00

12：00

12：30

情報提供（15分）

キーワードの抽出（20分）

グループごとの未来の姿の検討
（50分）

あるべき未来の姿（2030年）
ありたい未来の姿（2050年）

グループの発表，質疑応答
（40分）

第１回，第２回市民ワークショップのふりかえり，

次世代アンケート結果の概要，本日の進め方

４つの分野に分かれてグループワーク

休憩（5分）

あいさつ，企画説明（5分）

過去のワークショップで出た意見のふりかえり
（10分）

次回のお知らせ（5分）

※地球環境については，別途、脱炭素未来ワーク
ショップを行い，それらの結果をもとに「（仮
称）国分寺地球温暖化防止行動計画（市域版）」
（R6.3予定）の策定に向けた検討を行っています。

地球温暖化、脱炭素

自
然
環
境

循
環
型
社
会

生
活
環
境

環
境
教
育
・

環
境
学
習



情報提供

１．第１回，第２回市民ワークショップの結果概要

→過去の情報提供の内容（ダイジェスト）、意見の概要
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自然環境：国分寺の自然の特徴ってなに？ （地形・地質）

地図：地理院地図Vector

国分寺崖線
（古多摩川が武蔵野台地を削り取って
できた河岸段丘。落差15ｍ程度。）

武蔵野台地
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立川台地

１．第１回市民ワークショップの話題提供



●江戸時代中期の新田開発に伴う用水路等●ハケ沿いに残る緑：西恋ヶ窪緑地（エックス山）,伝鎌倉街道など

●ハケの麓から湧き出る湧水：真姿の池，新次郎池など
●湧水が流れる野川，元町用水

西恋ヶ窪緑地（エックス山） 伝鎌倉街道

真姿の池湧水群 野川
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自然環境：水と緑の自然スポット
１．第１回市民ワークショップの話題提供
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微減

自然環境：国分寺市内のみどり率の推移（平成20年～平成30年）

資料：R4環境報告書を基に作図

１．第１回市民ワークショップの話題提供



農地面積が減少
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自然環境：国分寺市内の農地面積の推移（平成5～令和２年）

平成５年以降から令和２年までの27年間で約82ha（その内生産緑地は約28ha）の農地が減少した。

１．第１回市民ワークショップの話題提供



自然環境に関して出された意見の紹介
１．第１回市民ワークショップの結果の概要

■私たちが思う，自然環境の現状・問題点

強み ：樹林地等の「緑」や湧水・野川等の「水」が多
く，そこに生息する生きものを歩いて感じられ
る環境が整備されている。

：こくベジや植木を生産する「農地」が広がって
おり，こくベジが市民に親しまれている実感を
持っている。

弱み：みどり率が減少しているというデータが表すよ
うに，地域差はあるが，昔に比べて緑や農地，
そこに生息する生きものが減少した。

：その背景として，管理負担や相続，庭の無い住
宅の増加といった理由が挙げられた。

：街路樹が少ない。大きな公園（武蔵国分寺公
園）はあるが，大きな公園の数は少ない。

：野川の整備が進まない。環境ひろばの出席者を
中心に，その原因を水害がほとんどなく実際の
被害がでていないことと認知していた。

■未来の国分寺の自然環境をよりよくするためのアイデア

• 国分寺の自然環境の強みに挙げていた「緑・水・農
地」といった市の魅力を高めることが必要とする点
で意見が共通していた。また，保全の主体は，市と
市民との協働で行うべきであるとの意見が４班中３
班で共通していた。

• また，こうした強みの認知を広げるための取組とし
て，学生への教育やイベントを通じたPRを実施すべ
きとの意見が多く聞かれた。

• こくベジというブランド化による地産地消の推進は，
既に多くの市民が賛同しているとしながらも，より
認知度を高めていくことを望む声が多かった。
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一人1日あたり 約339グラム
（令和3年度）

循環型社会：国分寺市のごみ処理の状況について

多摩地域における１人1日当たり排出量の比較（令和３年度）
出典：多摩地域ごみ実態調査2021
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グラム/人・日 多摩26市で２番目に少ない！

－ 国分寺市からどれくらいのもやせるごみが出てる？

12

１．第１回市民ワークショップの話題提供



循環型社会：国分寺市のごみ処理の状況について

－ ごみのどれくらいが資源として利用されている？
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リサイクル率の推移 13

１．第１回市民ワークショップの話題提供
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買い物の際にマイバッグを持参している

ペットボトル、食品トレー、牛乳パックを販売店に

返却している

使い捨ての商品はなるべく購入しない

再生材などを使用した環境に優しい商品を購入する
令和２年度（n=1,283）

令和３年度（n=1,221）

令和４年度（n=1,223）

(%)

(複数回答)

循環型社会：資源循環に関する市民の意識

【環境に配慮した行動】 問 あなたは，環境に配慮した行動を行っていますか。
次の中から行っているものすべてに「○」をつけてくだ
さい。

国分寺市市民アンケートより

買い物の際にマイバッグを持参している

ペットボトル，食品トレー，牛乳パック
を販売店に返却している

使い捨ての商品はなるべく購入しない

再生材などを使用した環境に優しい商品
を購入する
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１．第１回市民ワークショップの話題提供



循環型社会に関して出された意見の紹介
１．第１回市民ワークショップの結果の概要

■私たちが思う，循環型社会に向けた取組、問題点

強み： ３Rやリフューズの取組として，ごみの分別の徹
底，マイバックの持参，フリマアプリの活用に関
する意見が、５班に共通して多く聞かれた。

弱み： 分別のルールが細かく，正しく理解して実践する
ことが難しいとの意見も共通していた。

： 生ごみのたい肥化事業について，生ごみの回収拠
点が少ない、PRが不足しているとの意見が4班中
２班で聞かれた。

■ 未来の国分寺で循環型社会を築いていくためのアイデア

• 市への要望として，より分別方法を理解しやすくすべ
きとの意見が共通していた。その方法として，ごみ・
資源物分別アプリを使って２次元コードを読み取ると
いった，DXの活用が意見に出た一方で，ごみ・リサ
イクルカレンダーといった紙媒体をもっと詳しくすべ
きとの意見もでており，全体として，すべての世代に
対して誰一人取り残さないサービスの方向性を望んで
いた。

• また，住民票を移していない１人暮らし若者には大家
さんによるサポート，高齢者には介護事業者によるサ
ポートなど，広い世代への分別のサポートを充実させ
るといった意見が聞かれた。
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⚫大気環境分析調査

五日市街道

府中街道

国分寺街道

戸倉通り

多喜窪通り

熊野神社通り内藤街道

すべての調査地点で環境基準を満たしていました。

調査項目
R4年度
判定

二酸化窒素（NO2) 〇

一酸化炭素（CO） 〇

二酸化硫黄（SO2） 〇

浮遊粒子状物（SPM） 〇

PM2.5 〇

市内７つの調査地点で毎年定期的に
調査を実施しています。

気象観測器 メーター

出力

出典：令和4年度事務報告書

※判定の「〇」の表記は，調査項目のごとに設定されている環境基準を満
たしていること

生活環境：暮らしの快適さと安全・安心に関する取組
１．第２回市民ワークショップの話題提供
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〇 クリーン運動
国分寺市民クリーン運動実行委員会を主体に毎年11月に開催
している市民の公共場所での一斉清掃活動のこと

〇喫煙マナーアップキャンペーン
国分寺駅において，商店会，東京経済大学，関係団体等と
協働でポイ捨ての防止及び路上喫煙に関する規制の啓発等，
マナーアップキャンペーンを毎月実施。

〇駅前放置自転車クリーンキャンペーン
放置自転車の撤去活動を強化するとともに，啓発用ティッ
シュ配布とともに放置自転車のマナー向上を呼びかける駅
頭広報活動を毎月10月に実施。

クリーン運動の活動の様子

駅前放置自転車クリーン
キャンペーンの活動の様子

国分寺の環境美化の取組状況

生活環境：暮らしの快適さと安全・安心に関する取組

１．第２回市民ワークショップの話題提供



生活環境：トピックス グリーンインフラ
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コンクリートなどの限りある資源を活用したインフラ整備（グレーインフラ）ではなく，自然が持つ多
様な機能を賢く活用することで持続可能なインフラ整備を行うこと。地球温暖化の緩和や浸水対策，
生きものの生息・生育空間の提供など，環境への効果が期待されている。

＜雨庭（あめにわ）＞ ＜雑木林（防風林）＞

１．第２回市民ワークショップの話題提供



生活環境に関して出された意見の紹介
１．第２回市民ワークショップの結果の概要

■私たちが思う，生活環境の現状・問題点

強み： 脱炭素への取組として徒歩や自転車，公共交通機
関を利用する人が多い。

弱み： 脱炭素について意識が低い。
：歩道や道路の狭さ，通学路の安全性についての意
見が挙がり，危険性を指摘していた。

：PFOS，PFOA問題に不安を感じており，水質検
査の結果だけではなく，人体への影響や地下水を
利用した農作物の安全性についての調査，情報の
公表を望む声が多く聞かれた。

■より暮らしを快適に，安心・安全にするための課題

• 市民が主体で取り組むべきは，脱炭素対策として徹
底したゴミの分別や生ゴミを減らすコンポストの導
入，こくベジの推進が挙げられた。

• 全班で，通学路の安全の確保，歩道や道路の整備が
必要であるという意見が共通していた。

• PFOS・PFOA，再エネ設備導入の際の行政からの支
援（安全に関する情報や補助金などの支援に関する
情報）など，環境に関連する情報が届かない，分か
りづらいという意見が多かったため，ターゲットに
合わせた発信をする必要があるという共通の意見が
あった。
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人が行動を変える場合は５つのステージ（段階）があります

事
例

食
ロ
ス
削
減
の

行
動
変
容
の
段
階

世界の問題を知
り，「自分も何
とかしなけれ
ば」と思う。

自分にも削減で
きる食品ロスが
意外に多いこと
を知る。

買い物，収納，
保存などの具体
的知識を学び，
様々な工夫を知
る。

ごみと家計の無
駄が減り，暮ら
しがスムーズに
なったことを実
感する

無関心期 関心期 準備期 実行期 維持期

出典：「消費者教育推進プロジェクト」鳴門教育大学

見る，知るを経ないと行動には移らない

環境教育・環境学習：
どうしたら自分自身の環境への行動変容が起きるのか

１．第２回市民ワークショップの話題提供
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環境教育・環境学習：市の環境教育・環境学習に関する取組の紹介

⚫環境シンポジウム
市と環境ひろばが協働して毎年実施
している環境に関する講演会

⚫環境ひろば
市民・事業者・市が環境をテーマとし
て自由に意見交換する場である。誰で
も参加可能。
時間：毎月第３日曜日 場所：市役所

ニュース発行 見学会

【湿地・里山保全見学】

１．第２回市民ワークショップの話題提供
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⚫夏休みこども自然教室

小学生を対象に西恋ヶ窪緑地
（エックス山）を探索しながら，
植物や昆虫などの自然観察等を通
じて自然にふれあい・学ぶ体験学
習。

環境教育・環境学習：
市の環境教育・環境学習に関する取組の紹介

西恋ヶ窪緑地における過去の夏休みこども自然教室の様子

１．第２回市民ワークショップの話題提供



環境教育・環境学習に関して出された主な意見
１．第２回市民ワークショップの結果の概要

■私たちが思う，環境教育・環境学習の現状・問題点

強み： 野川の源流，姿見の池，縄文の遺跡など文化財
が多く，歴史や自然に触れて環境を学習できる
ことである。
: 国分寺まつりやぶんぶんウォークといった啓発
イベントが行われている。

：地球温暖化対策としてアマモの再生をしている
企業があるという声が聞かれた。

弱み： 環境教育や環境学習の情報が届かない，情報発
信が少ない，ホームページが見づらいなどの情
報発信についての弱みを各班から多く聞かれた。

：詳細が不明のため，参加しにくいと感じたり，
環境教育・学習の場には参加せずインターネッ
トで勉強するとの意見もあった

：小学校は学校内給食なのに，中学校は市外の民
間業者からのお弁当を取り寄せており，食育の
点で弱いという指摘があった。

■環境教育・環境学習をより活性化させるためのアイデア

• エックス山の活用を広げる。
• 市への要望として，環境教育・環境学習やイベントの

情報を，世代別に情報発信の内容や手段を変え，情報
を得やすくするべきとの意見があった。その方法とし
て，アプリやインターネットを利用するなど世代に合
わせて発信するといった方法である。

• 国分寺まつり，ぶんぶんウォークに加え，音楽など
アートと連携した環境フェスやトークイベントなどポ
ジティブなイベントを行ったらどうかとういう意見も
あった。

• 小学校から高校まで環境に関する課外授業や出前事業
を取り入れることで，大人になってからも環境問題に
高い意識をもたせれるのではないかという意見もあっ
た。
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情報提供の内容

２．次世代アンケート調査の結果の概要
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問４ 満足度・重要度
２．次世代アンケート調査の結果の概要

あなたは，次にあげる国分寺
市の環境についてどのくらい
満足していますか。また，将
来の国分寺市の環境にとって
どのくらい重要だと思います
か。（単一回答）

25

全体の傾向として、肯定的な
意見が多くなっています。

回答者数613



問5 環境問題への関心
２．次世代アンケート調査の結果の概要

次にあげる環境問題のうち，あなたが特に心配することは何ですか。（複数回答５つまで）

26

半数以上が、気候災害や食品ロス
の問題に関心を持っていると回答
しています。

回答者数 613



問11 環境学習・環境活動の経験

２．次世代アンケート調査の結果の概要

あなたは，次にあげる環境学習・環境活動を経験したことがありますか。また，どのようなきっかけで経験
することになりましたか。（複数回答）

回答者数 613

27

②家族や友達に誘

われて学んだ，参

加・経験した

③自ら進んで学ん

だ，参加・経験し

た

1
地球温暖化や野生生物の減少な
ど環境問題に関する学習会

67.9% 4.6% 4.4% 26.7%

2
生きもの観察会など地域の自然
にふれあう体験学習 47.2% 16.9% 5.7% 36.6%

3 農作物の収穫体験 65.6% 17.7% 9.3% 18.7%

4 ごみ拾いなどの清掃活動 36.4% 4.6% 4.4% 26.7%

5 公園や道路などの緑化活動 15.1% 4.1% 2.1% 77.4%

6 その他 0.5% 0.5% 0.3%

No. 項目
①学校の授業のな

かで経験した

学校以外活動

④経験していない

学校以外の場で環境学習・環境活動を経験する人は、
いずれの項目も２割未満と低くなっています。



情報提供の内容

３．本日のグループワークの進め方

28



３．本日のグループワークの進め方

29

過去のワークショップのふりかえり

強み/実践例

弱み/問題点

改善のためのアイデア
メモ

自然環境の分類
∟緑と水、生きもの
∟農業・農地
∟情報提供、環境学習の場
∟その他

ファシリテーターから、
資料について説明があ
ります。
重要だと感じたもの
（キーワード）を書き
出してください。

STEP１



３．本日のグループワークの進め方

STEP２

30

キーワードの抽出

まずは，各
自で考え，

重要である
と感じた
意見

自然環境

緑と水、生きもの

農業・農地

情報提供、環境学習の場

その他

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇が改善されている

〇〇の守られている

〇〇の取組が市民に浸透する

〇〇できている

緊急的に

対応すべき
と感じた
意見

〇〇が維持される

〇〇の緑化が進む

〇〇が推進している

誰もが〇〇について知っている

〇〇が保全されている



３．本日のグループワークの進め方

31

グループごとの未来の姿の検討 2050年のありたい未来の姿

まずは，各
自で考え，

重要である
と感じた
意見

自然環境

緑と水、生きもの

農業・農地

情報提供、環境学習の場

その他

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇が改善されている

〇〇の守られている

〇〇の取組が市民に浸透する

〇〇できている

緊急的に

対応すべき
と感じた
意見

〇〇が維持される

〇〇の緑化が進む

〇〇が推進している

誰もが〇〇について知っている

〇〇が保全されている

STEP３



３．本日のグループワークの進め方

32

グループごとの未来の姿の検討 2030年のあるべき未来の姿

まずは，各
自で考え，

重要である
と感じた
意見

自然環境

緑と水、生きもの

農業・農地

情報提供、環境学習の場

その他

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇なまち国分寺

〇〇が改善されている

〇〇の守られている

〇〇の取組が市民に浸透する

〇〇できている

緊急的に

対応すべき
と感じた
意見

〇〇が維持される

〇〇の緑化が進む

〇〇が推進している

誰もが〇〇について知っている

〇〇が保全されている

STEP４



第３回市民ワークショップの結果の反映、今後の検討内容

33

今回のワークショップ
でいただくご意見を踏
まえ，今後，環境全体
の目指すべき将来像，
基本方針の案を作成し
ていきます。

第４回・第５回のワー
クショップでは，環境
施策と具体的な取組な
どについて議論します。

新しい環境基本計画
においては，社会情
勢の変化やワーク
ショップの意見など
を踏まえ，新たな施
策の体系などを作成
します。 2050年のありたい

未来の姿
2030年のあるべき

未来の姿



今後のスケジュール（予定）

34

※開催時期や回数などは目安です。

令和５年度 令和６年度

ワークショップ

次世代アンケート

環境基本計画

の骨子の検討

環境基本計画案

の検討

パブリックコメント

(説明会)の検討

環境基本計画

の決定

1 2 3 4 5

8月 10月 11月 5月 8月

10月

12月 3月

4月 10月

11月

3月


